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モーターボート競走法は非常な難産の末、昭和26年6 月 

制定公布され、翌27年4 月6 日、長崎県大村市において初 

めて開催された。 

開催初日はもの珍らしさもあって、8,226名という入場者 

があったが、売上は260万円と関係者の思惑を下回る結果と 

なった。しかし、日本ではもちろん世界でも初めての、「公 

営競技」として実施されたモーターボート競走という面から 

見れば、今後に期待を持ち得る売上ではあった。 

それから30年を経た今日、年間の売上は1兆6,300億円、 

1 日売上記録は29億1,700万円に達するまでに成長をした。 

30年という年月は決して長いとは言えないカミ、 売上面か 
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ら見る限り、年間売上では24億円から1兆6,300億円に、1 

日売上では開催初日の260万円から現在の売上記録29億1,700 

万円へと、その差はあまりにも大きく、競走場数、開催日 

数等も大きく変化しており、一つの基準で比較することは 

無理を生ずる。 

今回、連合会創立30周年を記念して売上記録をまとめる 

に当っては、便宜上、昭和27年～33年度までを「草創期」、 

34年～40年度まで、を「第一成長期」、41年～48年度までを「第 

二成長期」、49年～55年度までを「安定成長期」と分類し、そ 

れぞれの期間の雄特徴いをまとめ参考に供することとした。 
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